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本書に記載されているイラストはイメージ図です。

・FeliCaは、ソニー株式会社の登録商標です。
・FeliCaは、ソニー株式会社が開発した非接触ICカードの技術方式です。



「必ず守っていただく」内容です。

●本器や電池を加熱しない
→本器の変形や電池の発火により、けがや火災のおそれ
があります。

●ペースメーカーなど医用電気機器を装着されている方
は、本器をスマートフォンなどの携帯通信機器やFeliCa
リーダーライターなどのRFID機器にかざすとき、装着さ
れている医用電気機器にRFID機器を近づけない
→RFID機器から医用電気機器の装着部位は15cm以上
離して使用してください。
（平成 15 年 3 月総務省「電波の医用機器等への影
響に関する調査研究報告書」より）
医用電気機器が誤動作し、重大な事故が発生するおそ
れがあります。

ご使用になる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止
するため、安全に関する重要な内容を記載しています。
ここに示す内容をよくお読みいただき、本器を正しくご使用くだ
さい。

この表示の欄は「死亡または重傷※1を負うおそれの
ある」内容です。
この表示の欄は「傷害※2を負うおそれまたは
物的損害※3が発生するおそれのある」内容です。

※1：重傷とは失明やけが、やけど(高温・低温 )、感電、骨折、中毒など
で後遺症が残るもの、および治療に入院・長期の通院を要するも
のをさします。

※2：傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが・やけど・感電
などをさします。

※3：物的損害とは、家屋・家財などへの拡大損害をさします。



●通信機能付きの機器、電磁波を発生する家電製品、および
　強力な電磁波のある環境では使用しない
→本器が誤動作して電池寿命に影響を及ぼすおそれや、
正確に測定できないおそれがあります。
電子レンジ、IH調理器、スマートフォン、ワイヤレス通信
機器、電線、発電所、電波塔の近くなどから可能な限り遠
くに離れてご使用ください。





平均月差±1分以内（常温）
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※電池フタの開閉、電池の入れ方
は本書P.7を参照してください。

⇒本書P.9もしくはP.12参照



ただし、以下にあてはまるときは本書P.12を参照のうえ本
器の設定をしてください。



※最初にかざさずに単独でご使用になるときは、本書P.12
をご覧ください。

過去メモリー表示中は設定内容の確認ができません。

④約3秒間、通信中の表示が
続き、総消費エネルギー量
の表示になる。



使いかた.2　単独で使用する



②「　」ボタンを2秒長押しす
ると年齢が点滅する。
「　」または「　」ボタンで
設定し、「　」ボタンを押し
て決定する。

③次に性別（　  ）が表示さ
れる。男性（　）、女性（　）、
を「　」または「　」ボタン
で設定し、「　」ボタンを押
して決定する。

④次に身長が点滅する。
「　」または「　」ボタンで
設定し、「　」ボタンを押し
て決定する。

⑤次に体重が点滅する。
「　」または「　」ボタンで
設定し、「　」ボタンを押し
て決定する。



⑥次に体脂肪率が点滅する。
「　」または「　」ボタンで
設定し、「　」ボタンを押し
て決定する。

⑦次に時計の「時」が点滅す
る。「　」または「　」ボタン
で設定し、「　」ボタンを押
して決定する。

⑧次に「分」が点滅する。「　」
　または「　」ボタンで設定し、
「　」ボタンを押して決定
する。

※設定のとき、「　」または「　」ボタンを長押しすると、早送
りします。

※設定した内容を変更したいときはFeliCaリーダーライター
にかざして設定を上書きするか（本書P.9参照）、リセットす
るか（本書P.18参照）してください。

過去メモリー表示中は設定内容の確認ができません。



●胸ポケットに入れる
上半身を中心とした身体活動もしっかりと測定するため
に、上半身の胸のあたりに装着する。
※本器をズボンのポケットに入れると破損してけがをする
おそれがあります。
※スマートフォンと一緒にポケットに入れると
誤動作をするおそれがあります。スマート
フォンと一緒にポケットに入れないでくだ
さい。

●首から下げる
付属のストラップを付けて首から下げ、服の内側に入れる。
※服の外側に出して本器がおおきくゆれる場合、身体活動
を正確に測定できないことがあります。

身につける場所





使いかた.3　表示を切り替える

歩行時間以外の測定項目は、表示の上限（本書P.5参照）に達すると、本
器上の表示はそれ以上増えません。ただし、FeliCaリーダーライターにか



使いかた.4　過去メモリーを見る



使いかた.5　リセットする

①本書P.8を参照し、電池を
入れなおす。（いったん抜い
て、もう一度入れる）
「　　 」が点滅表示される。

再度ご使用になるとき、本書P.9もしくはP.12を参照し再設
定してからご使用ください。

③「　」または「　」ボタンを
押して、「　　　」を表示さ
せる。



機器のエラーが発生しました。電池を
取り出し表示が消えたことを確認した
後、電池を入れてください。「　　 」が
表示されますので、本書P.9もしくは
P.12を参照し再設定してからご使用
ください。

スマートフォンなどの通信機能付き機
器、電磁波を発する家電製品の近くで
使用されると、本器が誤動作して不意
に「　　 」が表示されるおそれがあり
ます。
本書P.９もしくはP.１２を参照し再設
定してから、通信機能付きの機器、電
磁波を発生する家電製品から離してご
使用ください。

正しく装着していますか？
本書P.14を参照し正しく装着してく
ださい。
不規則な歩行になっていませんか？
本書P.15を参照し状況をご確認くだ
さい。

こんなときは

使用を開始した
後、不意に
「　　　」
が表示される
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